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1. 授業の概要（ねらい）
　社会の変動について、主に経済の変化と関連づけながら、わかりやすく説明する。
　大学の主要な教育目的は学生が一人前の社会人になるために必要な能力を養成することである。その核心は思考能
力の養成である。しかし、思考の材料の獲得なしに思考することは不可能である。
　この授業では、現在、我々が生活している資本主義経済社会を主たる対象とし、その変動の歴史（＝思考の材料）を提
示し、経済活動の変化が社会をどのように変動させたか（「歴史の経済的解釈」シュンペーター）、その変動について多くの
天才（社会学者や経済学者）がどのように考えたのか、その時代の社会思想・経済思想はどのような役割を果たしたのか
等を追体験するように学び、受講生自身が現在の社会を思考できるようになることを目的とする。

2. 授業の到達目標
　現在の社会について、思考材料を入手でき、目的に合致するように分析や加工ができ、自分の考え・結論を他人が理解
できるように提示できるようになること。

3. 成績評価の方法および基準
　授業に10回以上出席することが単位認定の条件である。この条件を満たした受講生に対し、課題レポート（1回。20%）
と試験の成績（80％）により評価する。受講生が少人数の場合はレポート等での評価に変更する場合もある。証明のある
欠席、忌引き、出席停止、遅刻や早退等々の扱いについてはガイダンスで説明する。

4. 教科書・参考文献
教科書
　特定のテキストはない。参考文献は授業の開始後必要に応じて示すが、高校で使用した「世界史」の教科書を所持して
いるなら当面それを利用すること。

5. 準備学修の内容
　授業計画は示されているので、参考書（高校の世界史の教科書も可）やウィキペディア等で次回の授業の概要をつかん
でおくこと。授業はサブノート方式のプリントを配付し、それを使いながら進める。したがって、その回の授業内容の下調べを
しておかないと正確な専門用語などの記入がスムースにできない可能性があるので心してほしい。

6. その他履修上の注意事項
　ガイダンスで授業の内容や方法、成績評価方法、その他を説明する。
　ガイダンスも出席1回とカウントされるので、ガイダンスから必ず出席すること。
　授業計画は一部変更される可能性がある。その場合は「授業予定表」を印刷し配付する。
　この「社会の変動」はⅠ・Ⅱでその全体が構成されるので、Ⅰの履修者は後期のⅡも継続履修することを望む。ただし、
後期のⅡからでも受講は十分可能である。

7. 授業内容
【第１回】 　ガイダンス
【第２回】 　第２次世界大戦後の国際体制
【第３回】 　冷戦体制の発生
【第４回】 　ケインズ主義と国家の役割の変化
【第５回】 　ドイツ・日本の発展とアメリカの衰退
【第６回】 　国際経済体制の動揺
【第７回】 　新自由主義の思想
【第８回】 　ソ連の崩壊と中国の発展
【第９回】 　脱工業化社会
【第10回】 　ヨーロッパの統合
【第11回】 　文明の衝突
【第12回】 　現代の覇権の構図
【第13回】 　現在の国際社会の状況
【第14回】 　地球環境の現状
【第15回】 　まとめと試験


